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１ 研究の背景 

 本校は市内では大規模校に位置づけられ，毎年 2 名の新規採用教員が配属されている。また，定年を迎え

退職する教員も少なくない。教職員の年齢構成は，年々，急速な若返りが進んでおり（図１），学級担任によ

る学習指導や生徒指導などの指導力の差が大きくなった。この課題を解決するため，個別に若手教員を育成

してきたが，時間や労力の面でも無理が生じてきた。そこで私たちは，学校が一つのチームとなり，教育力

を高めていくことで，子ども一人一人に合った教育の実現をしていくべきだと考えた。 

これは，本校に限らず全国的に重要視されている課題であ

る。文部科学省は，「チームとしての学校・教職員の在り方に

関する作業部会」を作り，議論している。 

このように，学校が一つの組織となり，若手教員への系統

的，組織的な OJT の育成システムの構築による資質の向上が

早急に望まれるなか，本校の研究課題を「若手教員とベテラ

ン教員の協働による校内 OJT モデルの開発」と設定し，公益

財団法人パナソニック教育財団の特別研究指定校を受けて，

平成２６年度からの２カ年計画で研究に取り組んだ。 

  

２．研究の目的 

全ての教職員が自分の持ち味を最大限に活かしながらも，「チーム学校」として同じベクトルのもとで教師

力を高めていく必要がある。そのためには，若手とベテランが密に連携できる組織を作り，統一した基準や

方法を話し合って可視化し，共通話題のもとで授業の改善を図り，教師力の向上をねらう研修システムを構

築していかなければならない。そして，その研修システムは日々の教育活動の中で持続可能であり，どの学

校においても実践可能なものでなければならない。 

そこで，研究の目的を以下のように設定し，研究実践していくことにした。 

 

 

図１ 本校の年齢構成グラフ

学校が一つの組織となって教師力を高めていくために，日々の教育活動のなかで，意図的，計画的，

組織的，かつ，持続可能な研修による東部小の OJT システムを開発し，他校への啓蒙普及を図る。 

人
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３ 研究の方法・内容 

 研究課題に迫るために３つのアクション（Ａ・Ｂ・Ｃ）を設

定した。（図２） 

 

Ａ：学習規律・学習指導の手引の作成 

学習指導部を中心に，全教職員の共通理解のもとで東部小としてそろえたい学習指導の「当たり前」の項

目を細かに定めた手引を作成することとした。さらに，児童生活部を中心に，教師力を高める土台となる生

徒指導の内容を，保体安全部では保体安全指導などの内容を検討することとした。これらの内容は，学年主

任会、および学年会での検討を重ね，具体的な指導方法を明文化した手引（「TOUBOOK」）を作成することとし

た。 

学期ごとに自己評価をすることで自身の指導を振り返り，次学期の指導改善に活かすようにした。さらに，

この「TOUBOOK」を加除修正スタイルにし，学期ごとに項目の検討をしていくようにした。つまり，作成する

過程でも，作成した後も検討を重ねることで，OJT を推進させ，若手とベテランの協働のもとで指導力の向

上を目指していけるようにした。 

 

 Ｂ：ICT 活用を含んだ「授業研究会」「ミニ授業研究会」の実施 

学校全体での統一した指導を土台としたうえで，ICT活用を含んだ授業研究会やミニ授業研究会を実施し，

授業力の向上を目指すようにした。 

  授業力向上の手段の一つとして，実物投影機などの ICT を使った授業公開を定期的に実施し，ICT の効果

的な活用法を共通の話題として授業研究をしていくことにした。普段の授業を改善していくという考えのも

と，本時中心の学習指導案（見開き２ページ）を作成し，全員がプレーヤーという意識で授業公開をしてい

くことにした。 

授業公開後は，具体的な指導場面を話すワークショップ型事後研究会を設定し，若手とベテランを意図的

に構成したグルーピングにした。ベテランが話合いのコーディネーターを，若手が話し合った内容を発表す

る役割を分担し，若手とベテランがともに学び合い，明日に活かす研究会にしていくようにした。 

 

 Ｃ：「校内 OJT モデル」の開発とリーフレット化 

 「若手塾」と「校内地留学」を教務部の計画で実施し，意図的に校内 OJT の推進を図ることにした。 

ベテラン教員が若手教員に授業技術や学級経営のノウハウを伝える「若手塾」は，月に２回放課後に実施

することにした。１学期は講義形式で，ベテラン教員が若手に伝えたいテーマの講座を企画した。２学期か

らは，若手がベテラン教員に学びたいテーマを設定し，各自の実践を交流しながら討論し，最後にベテラン

教員にアドバイスをしてもらう形式にした。ベテランと若手両方の視点で指導力について学べることをねら

った。 

図２ 研究構想図 

Ａ：学習規律・学習指導の手引の作成 

Ｂ：ICT 活用を含んだ「授業研究会」「ミニ授業研究会」

の実施 

Ｃ：「校内 OJT モデル」の開発とリーフレット化 



第40回 実践研究助成 特別研究指定校 

また，ベテラン教員に丸１日シャドウィングしながら，授業技術や生徒指導などについて学ぶ「校内地留

学」では，日頃はなかなか見られない実際の生徒指導の現場を見ることで，若手教員が，明日からの自分の

指導にすぐに生かすことをねらった。丸１日教室を空けることになる学級には，学級外の教員が補欠として

入り，授業を進められるよう配慮した。 

 

４ 研究の経過 

（１）平成２６年度（一年次） 

・わかる授業を支える「学習規律」の徹底 

 ベテランの教員が考える「最低限、若手にできてほしいこと」や「若手に伝えたいこと」の観点で学習指

導項目を厳選し，その項目を各指導部、及び学年会で検討をし，学校で統一した学習規律「東部スタンダー

ド」を作成した。（図３） 

 「児童にさせたいこと」と，「教師が気をつけたいこと」の２観点に分けて，学習指導にあたることとした。 

 明文化したことで指導すべき内容が明らかとなり，全教員が共通理解のもとで児童の指導に当たることが

できた。指示が通りやすくなったり，言われなくても子どもたち自身でできる姿が見られたりして，授業が

しやすくなったという教員の声が聞かれた。 

 

・ICT の活用法を探る 

 全ての普通教室に実物投影機を設置し（図４），まず

は使ってみるところから始めた。使っていく過程で，ど

う使うのかという操作方法の話題から，何を，いつ，ど

のように映せば効果的かという話題に移行していった。 

 また、実物投影機だけでなく，デジタル教科書を取り

入れた授業づくりが始まったり，フラッシュ型教材の研

修会を実施したりして，活用の幅が広がった。 

 児童へのアンケートにおいて，「テレビに大きく映す

と、勉強が分かりやすいか」という問いに，およそ８割

がよくあてはまると答えていることから，ICT 活用が授

業の一部となっていること，そして，児童の理解を促進していることにつながっていると言える。 

図３ 学校で統一した指導を目指して 
作成した「東部スタンダード」 

図４ 普通教室で ICT 環境を統一
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・「校内 OJT」の確立 

 「若手塾」では，時間の捻出法から教科指導など多岐にわたるテーマで若手教員の研修が進んだ。ベテラ

ン教員にとっても，自分の指導技術などについて振り返る機会となった。 

 「校内地留学」を４度実施し（図５），その都度，学んだこと

をレポートにまとめ，自分の明日の指導に活かす学びの場とな

った。 

 また，「TOUBOOK」の作成を開始した。章立てをして，社会人・

教育公務員としての心構え，服務・校務処理，学級経営，学習，

生徒，保体安全指導についてチェック項目を作った。また，別

冊「保護者面談の進め方」も作成した。これらを使って，若手

塾で各自の振り返りをしたり，学年会でチェック項目の検討が

なされたりした。 

 これまでの研修を継続しながら，持続可能なシステムにして

いくことが次年度の課題となった。 

 

（２）平成２７年度（二年次） 

・意味づけを意識した指導へ 

 統一した学習指導の２年目の効果が年度当初から表れた。昨年度より東部スタンダードによって学習規律

を統一してきたため，学年が変わっても，クラス替えをしても，年度当初から学習指導がスムーズに進んだ。 

二年次は，なぜその指導をする必要があるのかという意味づけを明確にして

指導にあたることにした。これまでは学習指導で教師が気を付けること，及び

児童にさせたいことを「TOUBOOK」（図６）に文章のみで表記していたが，そこ

に指導の意義を付け加え，写真も追加することで，全校で指導の徹底を図るこ

とを加速させた。 

 また，新たに ICT を活用した漢字指導に全校で取り組み，家庭学習の内容も

各学年系統立てながら統一を図った。そのねらいは，いずれは自立した学習者

へと成長するために，学習内容のみならず学習方法も身に付けさせることにあ

った。 

 

・のべ９２授業の公開 

 今年度は授業研究会，ミニ授業研を合わせると合計９２個の授

業公開がなされた。１

人２回以上は授業を公

開した。その都度，学

年部，教科部で教材研

究を重ね，学習指導案

を作成し，模擬授業を

行った（図７）。 

  図５ 校内地留学の様子 

図６ TOUBOOK 表紙

図７ 教科部による教材研究、学年部による模擬授業の様子 
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 また，授業後に行う事後研究会では，毎回，学習規律，ICT 活用，授業づくりの３観点に絞って本時の指

導案，板書写真をもとに話し合いがなされた。ワークショップ型で行い，ベテランが進行，若手が話し合っ

た内容をまとめて発表する役割を担うことを継続した（図８）。ベテランの無駄のない進行により，授業の本

質に迫った話合いがなされ，回を重ねるごとに，若手の発表スキルが向上していき，その後の各自の指導に

活かしたり，授業を見る目を養ったりすることにつながった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・より持続可能な校内ＯＪＴへ 

 研究推進委員は校務分掌の部長で構成した。「TOUB0OK」の改訂に関わる実践は児童生活部，学習規律・学

習指導の統一は学習指導部，学習しやすい教室内環境の整備，課外練習会の指導法に関する OJT については

保体安全部が担うことにした。どの学校においても，OJT が推進可能である組織にすることを意識したもの

である。 

 また，市内教頭会、教務主任部会、研究主任部会へ校内研究会への参加を呼びかけ，「TOUBOOK」を配布し

本校の OJT システムの説明を行い，その意義を理解しても

らった。市外、県外からの視察が増え，今後，本校の OJT

システムが普及してくことが期待される。 

 「若手塾」（図９）「校内地留学」は教務部によって計画

的に実施された。回を追うごとに若手のまとめるレポート

が整理され，研修したことが自分のものになっていること

がうかがえた。また，若手塾とは言いつつも，ベテラン教

員も主体的に参加したり，アドバイザーにベテランを起用

したりすることで，自身のこれまでの指導を振り返るきっ

かけとなり，ベテランも若手もともに学び合う集団づくり

がなされている。 

 

５ 研究の成果 

Ａ：学習規律・学習指導の手引の作成について 

全教職員の共通理解のもとで，具体的な指導方法について検討，整理し，明文化した手引を作成したこと

で，学校として教育の質の均一化が図られた。 

図８ 事後研究会の様子 

図９ 「若手塾」の様子 
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また，「TOUBOOK」を用いて学年，専門部等で確認し，変えるべき項目，変えるべきでない項目について検

討し合う過程こそが，若手教員とベテラン教員の学び合いの場となった。 

Ｂ：ICT 活用を含んだ「授業研究会」「ミニ授業研究会」の実施について 

授業力を向上させる手段の１つとしたＩＣＴ活用の学び合いをきっかけに，教材研究，授業技術について

もベテランと若手の活発な学び合いに発展した。 

Ｃ：「校内 OJT モデル」の開発とリーフレット化 

「若手塾」「校内地留学」でベテラン教員が指導法などを見せたり，教えたりする行為を通して，ベテラン

教員自身にとっても学びの場となった。 

 ベテラン教員が若手教員に教えることで，若手に刺激を受けてベテランが学ぶという，学校全体での教師

力向上につながっている。 

図 10 のように、様々な OJT 研修を繰り返すことにより，若

手教員は学年内や職員室内での普段の会話から，指導の様々な

ノウハウを教えてもらうという，本来の OJT のあるべき姿に近

づいた。 

それは，本校の OJT 研修の内容を若手が実践するときに，研

修だけでは学びきれない内容を学ぶために，学年や職員室内で

の OJT 研修が活発になったと考えられる。 

本校の OJT モデルは，様々な OJT 研修と普段の学年や職員室

内での OJT が両輪となって進んでいる。 

また、この２年間で市内の教頭会、教務主任部会、研究主任

部会に対して校内研究会を公開してきた。それにより、本校が開発してきた OJT 研修の良さに気づき、

「TOUBOOK」を参照したり、授業研究会の仕方を取り入れたりする学校が増えてきた。小中連携で、学習規律

を統一していくという試みも行われている。 

「TOUBOOK」については県外からの問い合わせも増え、今後、さらなる普及が期待できる。 

 

６ 今後の課題・展望 

・「TOUBOOK」のさらなる活用を探る。 

より東部小のルールに合ったもの，指導の手順が分かるものに改良していく必要がある。また，年度初

め・学期初めに全職員で一斉にチェックする時間を設けて，意思統一を図っていきたい。 

・ベテラン教員の視点にも迫る。 

  「教える」から「ともに考える」のスタンスを大切にして取り組んできた OJT は，ベテラン教員のどの

ような意識が働いて活性化していくのかを検証していく必要がある。 

・OJT システムの啓蒙・普及 

開発してきた東部小の安定的な校内 OJT システムが，さらに市内外の各校に広がっていくように，校内

研究会を積極的に公開していきたい。また、今後もさらに教員の若返りが進むなか、持続可能な OJT シス

テムになっていくように検討を続けていく。 

 

 

図 10 研究の成果 
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７ おわりに 

本校の職員室には自由に教え合い，学び合う雰囲気にあふれている。教師として，人間として高め合う雰

囲気は「チーム東部」としての賜物である。それが，結果的には子どもたちにも良い影響をもたらし，学校

力の向上につながっている。 

 研究の機会を与えてくださった公益財団法人パナソニック教育財団の皆様に、この場を借りて感謝申し上

げる。また、東北大学大学院堀田龍也教授には，常に温かく，的確に，より先を見通した指導をしていただ

いた。それは，本校の，そして教職員一人一人の財産となった。深く感謝申し上げたい。 


